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豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業環境影響評価方法書について 

（報告） 

 

平成１９年９月６日に審査を依頼されたこのことについては、別添のとおりです。 
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豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業 

環境影響評価方法書に関する部会報告（案） 

 

 

はじめに 

 豊田・岡崎地区研究開発施設用地造成事業環境影響評価方法書（以下「方法書」と

いう。）について、環境の保全の見地から慎重に検討を行った。 

 事業者は、以下の事項について十分に検討し事業計画をより具体化した上で、適切

に環境影響評価を実施し、その結果を環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）

に記載する必要がある。 

  

１ 全般的事項 

（１）事業計画の検討に当たっては、山間地における大規模な用地造成事業という事

業の特性を踏まえ、研究開発施設の立地予定者と十分な連絡調整を図りつつ、環

境への影響の回避、低減の観点から、できる限り現在の地形や樹林地、水系を活

かすよう配慮すること。 

（２）造成緑地や植栽の計画の検討に当たっては、土地改変に伴う表土の保存・活用

や事業実施区域に自生している樹木やその種子の使用に配慮すること。 

（３）環境影響評価の実施に当たっては、テストコースを含む研究開発施設に係る環

境影響の予測に必要な熟度の諸元を得て適切に行うこと。 

（４）環境影響評価の実施中に環境への影響に関し新たな事実が生じた場合などにお

いては、必要に応じて選定された項目及び手法を見直し、又は追加的に調査、予

測及び評価を行うこと。 

 

２ 大気質、騒音、振動 

用地造成及び施設建設工事が完成するまでに一部の施設が供用される計画であ

ることから、工事による大気質、騒音及び振動に係る予測に当たっては、一部の

施設の供用による影響を考慮して適切な予測時期を設定すること。 

 

３ 水質 

（１）周辺河川の水の濁りに係る調査については、降雨時の状況が的確に把握できる

ように必要な回数や時期を設定すること。 

（２）供用時における排水の放流先は比較的流量が少ない小規模な河川であるため、

河川への影響を極力低減する観点から、放流水質、水量及び放流方法の検討を行

い、その結果を踏まえて水質に係る予測及び評価を行うこと。 

別 添 
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（３）工事中の濁水の影響予測に当たっては、現地の土砂の沈降特性を把握して行う

こと。また、沈砂池の計画に当たっては、土砂の沈降特性を踏まえ必要な容量を

確保すること。 

 

４ 地下水 

事業実施区域周辺で地下水の水質汚濁に係る環境基準を超過した事例があるこ

とから、事業実施区域における土地利用の履歴や地質の状況等を把握するととも

に、地下水質について環境基準項目の調査を実施すること。また、地下水位の予

測及び評価に当たっては、現地調査により地盤構造を十分に把握して行うこと。 

 

５ 動物、植物、生態系 

（１）地域の生態系を特徴づける動物については、その移動経路の把握に努めること。 

また、植物の調査に当たっては、外来種など人里に特徴的な種の把握にも留意

するとともに、樹林地の林相等の状況について具体的な把握に努めること。 

（２）鳥類の調査に当たっては、春季と秋季における渡りにも着目して調査時期、期

間を設定すること。また、フクロウ類など主に夜間に活動する種については夜間

調査を実施すること。 

（３）事業実施区域及びその周辺で繁殖が確認されたオオタカ、サシバ、ハチクマ、

ノスリについては、これまでに把握されている情報を踏まえ、必要に応じて専門

家の助言を得て営巣状況及び行動圏等を適切に調査、解析すること。 

なお、調査手法については、可能な限り環境への影響の少ないものとすること。 

 

６ 温室効果ガス 

事業実施区域には森林が広く分布していることから、樹木の伐採に伴う二酸化

炭素の吸収源の減少の程度を把握すること。 

 

７ その他 

（１）本事業については、その事業実施区域が山間地であることを踏まえ、屋外照明

等による影響の低減に配慮すること。また、有害鳥獣による被害の現状について

も把握すること。 

（２）調査、予測及び評価に当たっては、方法書に対する住民などの意見を十分に検

討すること。 

（３）準備書は専門的な内容が多く、かつ、膨大な図書となる可能性があることから、

その作成に当たっては、住民などにわかりやすいものとなるよう配慮すること。 
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検 討 の 経 緯 

 

年 月 日 会 議 備  考 

平成１９年９月６日 審 査 会 知事からの諮問 

方法書の内容の検討 

住民意見の概要の検討 

部会の設置及び付託 

平成１９年１０月４日 部  会 方法書の内容の検討 

猛禽類の調査結果の報告 

平成１９年１１月１日 部  会 方法書の内容の検討 

平成１９年１１月１５日 部  会 方法書の内容の検討 

関係市長意見の検討 

部会報告の検討 
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愛知県環境影響評価審査会豊田・岡崎地区研究開発用地部会委員 

 

 

内田  臣一   愛知工業大学工学部准教授 

岡村  穣    名古屋市立大学大学院芸術工学研究科教授 

清水  正一   中京大学総合政策学部教授 

◎ 芹沢  俊介   愛知教育大学教育学部教授 

○ 大東  憲二   大同工業大学工学部教授 

武田  明正   三重大学名誉教授 

田中  稲子   横浜国立大学講師 

永瀬  久光   岐阜薬科大学教授 

朴   恵淑   三重大学人文学部教授 

長谷川 明子   財団法人日本生態系協会評議員 

丸山  宏    名城大学農学部教授 

柳澤  紀夫    財団法人日本鳥類保護連盟理事 

 

 ◎ 部会長  ○部会長代理            （敬称略、五十音順） 




